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第１章 人体の基本構造

教科書
メヂカルフレンド社
新体系看護学全書

人体の構造と機能①
解剖生理学

A 形からみた人体（解剖学）実務に必要
① 体表から触知する人体の構造
② 人体の構造と区分
③ 人体の部位と器官
④ 方向と位置を示す用語

A 形からみた人体
① 体表から触知する人体の構造

①－１
体表から見た人体の部位

常識として、必要になる体の
各部の名称です。

病気の場所等の表現に、必須
となる知識です。
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①－２
体表から触知できる骨格部分

最近の遺伝子解析の結
果、遺伝子モンター
ジュと云った遺伝子か
ら顔を再構築する技術
が発達して来ている。

①－２
体表から触知できる
骨格部分

外傷や疼痛の場所を、
専門用語を用いて表現
できれば、間違いなく
伝えられる、また、記
録できる。

①－３
体表から触知できる

動静脈

動脈：脈の触診
静脈：一般的な静脈注
射部位

一般的には、血圧の測
定は、上腕部で測定さ
れるので、上腕動脈の
血圧である。
また、脈をとる時に、

手首の掌側の橈骨動脈
の脈を触れる。
また、足の足背動脈

も下肢への血流の有無
を知れる。

静脈は、深いところ
を流れ、皮下には皮静
脈があり、この皮静脈
が、採血、静脈注射、
点滴で用いられる。こ
れは、一般に、側副皮
静脈がある。
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A 形からみた人体
④ 方向と位置を示す用語

A 形からみた人体
④ 方向と位置を示す用語
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体表からその体内にある臓器とその位
置関係を理解すると、疼痛の場所や性
格（持続性、間欠的、強いくなったり
弱くなったする）で、病気の性格を推
定可能である。


